
打 守 打数 安打

1 中 1 1

2 遊 4 1

2 二 1 1

3 一 3 1

3 左 0 0

4 一 3 1

4 右 0 0

5 左 5 2

6 捕 2 2

7 二 3 1

8 右 5 1

9 三 4 1

打 守 打数 安打

1 遊 2 0

2 三 2 1

3 一 2 1

4 中 1 1

5 投 2 1

5 右 1 0

6 捕 2 1

7 右 1 0

7 左 1 0

8 左 3 0

9 二 2 0

野
球
部
通
信

中学校名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 合計

梅南 中学 0 0 1 8

大正北 中学 0 0 0 0

6 2 × 17

＜　☆　守備　☆　＞ ＜　☆　攻撃　☆　＞

0 0 0 0

名前 　先発の遥介は、４回５２球、
被安打２、四死球２、失点０と
いう投球内容だった。初回は、
２アウトからヒットを打たれるが
後続をセカンドゴロに打ち取っ
た。２回以降はランナーを出す
が、落ち着いてアウトを重ねて
いった。
　５回から登板した千田は３回
５０球、被安打１、四死球１、失
点０という投球内容だった。５
回に死球で２アウト１・２塁のピ
ンチを背負う。続くバッターに
センター前のヒットを打たれ、２
塁ランナーがホームを狙うが、
赤井がホームで刺殺としてピ
ンチを救った。６・７回は三者
凡退で抑えた。

　攻撃面では１・２回ともに死
球からチャンスを作るがフライ
を打ち上げ得点できなかった。
　３回には千田が四球と積極
的な走塁で先取点を挙げた。
４回には先頭の赤井のセン
ター前、李の右中間へのヒッ
ト、大地が２ベースを打った。
さらに９番秋野がサードへのセ
フティーバントを決め、相手の
エラーと四球で一挙８得点。次
の回にも海斗がレフト前にヒッ
トを打ち、チャンスを作り、千田
のヒット、遥介の２ベース、安
積のセンターへの２ベースと６
点を挙げた。７回にも代打の
森口がヒットを打ちチャンスを
広げて、追加点を奪った。

千田

彰人

森口

遥介

梶屋

安積

門居

海斗

秋野

2 月 27 日
赤井

李
ＮＯ ㉑

大地

第１試合（結果）

勝　利

中学校名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 合計

梅南 中学 3 0 0 1

門居

☆ 李　仁

大正北 中学 0 2 0 0 2

　先発の赤井は、１回０／３、１
５球、被安打１四死球２失点１
という投球内容だった。初回は
ヒットと四球でピンチを背負う
が後続を打ち取った。
２回には走者の時の怪我が影
響し途中で降板となった。
　２回から登板した安積は３回
４１球被安打２、四死球０、失
点１という投球内容だった。急
遽２回途中からの登板にも関
わらず、ストライクを先行した
ピッチングができた。３回には
ヒットを打たれるが後続を三
振・投手ゴロに打ち取った。４
回にも打者３人を投手ゴロと
三振で完璧に抑えた。

　初回は先頭の彰人が四球で
出塁し、２番秋野が犠打を決
め、チャンスを作った。その後
１アウト２・３塁のチャンスで安
積が先制の犠牲フライを打
ち、先取点を奪った。さらに、
赤井のセンターオーバーの２
ベースの間に１点。相手の
バッテリーエラーでもう１点
奪った。
　３回には２試合を通じて３本
目のヒットを李が放つが得点
には結びつかなった。４回は
先頭の秋野がレフト前のヒット
を放ち、千田のサードへのセフ
ティーバントで０アウト２・３塁と
２人でチャンスを作った。その
後安積のセンターへのヒットで

２試合通じて
集中力を持続
さらに２試合で
４打数３安打

☆
李

海斗

＜　☆　守備　☆　＞ ＜　☆　攻撃　☆　＞

4
第２試合（結果）

勝　利

＜本日の反省点＞ 名前

消極的な
バッティング!!

彰人

秋野

千田

安積

赤井

梶屋

森口

大地

＜本日のＭＶＰ＞


